
（単位：百万円）

予算要求額  収 益 的 収 支 単 年 度

資金収支前年度比 収入 支出 差引 

上 水 道

事 業

水 道 事 業 32,823 708 20,800 19,486 1,314 △101

水道用水供給事業 1,064 17 859 855 4 39

工業用水道事業 2,891 216 1,832 1,613 219 28

下 水 道 事 業 52,690 △4,021 28,316 27,929 387 △56

（施策目標と重点施策） ○拡：拡充事業 

経年化施設の 
更新・長寿命化

施設の多くが更新時期を迎えることから、可能な限り長寿命化を図るとともに、更新に際

しては、将来需要を考慮しながら、施設規模と機能の最適化を図り、重要度・優先度を踏ま

えた効率的・計画的な更新を行います。

・上下水道施設の改築更新事業（９,９３３百万円）〔一部再掲〕 

安全・安心で 
おいしい 
水の供給

いつでも安全で良質な水道水をお届けできるよう、

水源の保全や直結給水の普及促進などに取り組みます。

・遠賀川の水質改善対策（9百万円） 

環境負荷の低減
水や資源の循環と低炭素化を進め、より良い環境づくりに貢献します。

・合流式下水道の改善推進       （２,５００百万円）

○拡 上下水道の省エネルギー対策整備事業（  １０５百万円） 

海外・地域に 
貢献する 
上下水道

本市の持つ高い上下水道技術を積極的に海外で活用するとともに、水道事業の広域化や海

外水ビジネスを通じて、国内外の上下水道に関する課題解決や地域産業の振興に貢献します。

○拡 水道事業の発展的広域化（１,０５７百万円）                   

○拡 海外事業の展開        （  １８３百万円） 

災害時の 
危機管理対策 

大規模な災害等が発生した場合でも、安全で安定的な給水や下水処理を行えるよう、施設

の耐震化やバックアップ機能の強化を推進します。また、近年の集中的な豪雨に起因する浸

水被害が増加していることから、流域全体の浸水に対する安全度の向上を図ります。

○拡 上下水道の震災対策推進事業（８,２２７百万円）

○拡 豪雨対策推進事業     （３,７００百万円） 

【要求の基本的な考え方】

現在策定中の「上下水道局中期経営計画（仮称）」に基づき、計画の初年度となる平成２８年度は、安全・

安定的な水の供給から汚水処理・雨水排除まで一連の水循環を担う市民生活に直結する上下水道イ

ンフラの維持・強化に取り組むとともに、将来を見据えた経営基盤の強化に努め、効率的・効果的

で持続可能な上下水道事業の構築を目指します。 

また、本市の持つ高い上下水道技術を積極的に国内外で活用し、水道事業の広域化や海外事業の

推進に取り組みます。

上 下 水 道 局


